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(57)【要約】
【課題】固有の意匠性と少量多品種対応となる多量少品
種の実現による低コスト化の両立を可能にする有機ＥＬ
表示装置を提供する。
【解決手段】有機ＥＬ材料からなるとともに電力の供給
によって自発光する有機ＥＬパネル２１と、該有機ＥＬ
パネル２１の前面に積層されるとともに、有機ＥＬパネ
ル２１の光を前方に通過させることでその光の通過によ
り所定の意匠を形成する意匠部２４が部分的に開設され
た意匠プレート２２と、該意匠プレート２２の前面に積
層される偏光板２３と、の３層構造からなる表示パネル
５を構成する。これにより、意匠プレート２２における
意匠部２４の開設位置やその意匠形状（開口形状）を適
宜変更するだけで、様々な意匠性を実現することができ
る。その結果、固有の意匠性と少量多品種対応となる多
量少品種の実現による低コスト化の両立を可能にできる
。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機ＥＬ材料（３３）からなるとともに電力の供給によって自発光する有機ＥＬパネル
（２１）と、
　該有機ＥＬパネルの前面に積層されるとともに、有機ＥＬパネルの光を前方に通過させ
ることでその光の通過により所定の意匠を形成する意匠部（２４）が部分的に開設された
意匠プレート（２２）と、
　該意匠プレートの前面に積層される偏光板（２３）と、の３層構造からなる表示パネル
（５）を備えたことを特徴とする有機ＥＬ表示装置。
【請求項２】
　前記表示パネルは、前記有機ＥＬ表示装置における表示領域の全域を構成する請求項１
に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項３】
　前記有機ＥＬパネルの裏面に取り付けられるとともに、モータ軸（３ａ）が前記表示パ
ネルを貫通して形成された軸挿通穴（５ｂ）を通して配置されるモータ（３）と、
　前記偏光板の前面に配置されるとともに前記モータ軸に一体的に取り付けられる指針（
６）と、を備え、
　前記意匠部は、前記指針が指し示す文字盤部（２４ｅ，２４ｆ）を含む請求項１又は請
求項２に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項４】
　前記モータは、補強板（４）を介して前記有機ＥＬパネルの裏面に取り付けられる請求
項３に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項５】
　前記表示パネルを駆動制御する回路基板（９）と、該回路基板に接続されるとともに、
前記有機ＥＬパネルに設けられたフレキシブル集約配線コネクタ（１２）に着脱自在に取
り付けられるフレキシブル集約配線（１１）と、を備える請求項１ないし請求項４のいず
れか１項に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項６】
　前記有機ＥＬパネルの裏面には、その有機ＥＬパネルと前記フレキシブル集約配線コネ
クタとを接続する第１の配線パターン（１３）と、有機ＥＬパネルの裏面に取り付けられ
た前記モータと前記フレキシブル集約配線コネクタとを接続する第２の配線パターン（１
５）とが形成され、前記回路基板は、前記有機ＥＬパネルの発光を制御するとともに前記
モータの駆動を制御する請求項５に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項７】
　前記有機ＥＬパネルは、発光色が異なる複数の発光エリア（Ａ１～Ａ３）を備え、その
複数の発光エリアと対応させて前記意匠プレートの意匠部が開設される請求項１ないし請
求項６のいずれか１項に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項８】
　前記表示パネルの前方に配置されるとともにその表示パネルの表示領域を全面的に視認
可能にした開口部（７ａ）を有するフロントカバー（７）を備え、前記開口部には、光減
衰機能を有して外光による反射を防止するスモーク板（８）が取り付けられる請求項１な
いし請求項７のいずれか１項に記載の有機ＥＬ表示装置。
【請求項９】
　前記フロントカバーとの間に形成する収容空間（１０）に前記表示パネルを収容するこ
とで、前記有機ＥＬ表示装置をユニット化するロアケース（２）を備える請求項８に記載
の有機ＥＬ表示装置。
【請求項１０】
　前記有機ＥＬ表示装置は、車両に搭載されて運転者が車両を運転する際に目視する車両
用表示メータ（１）である請求項１ないし請求項９のいずれか１項に記載の有機ＥＬ表示
装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機ＥＬ（エレクトロ・ルミネッセンス）材料からなる有機ＥＬパネルを備
えた有機ＥＬ表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、車両用表示メータとしては、例えば特許文献１に開示されているように、Ｌ
ＥＤを光源として指針を用いた機械式のメータがある。この機械式のメータでは、車種に
よって構成部材（回路基板、光学部材、文字盤、場合によっては小型のＬＣＤ）を個別に
開発することで、多種多様な意匠性を実現している。一方、例えば特許文献２に開示され
ているように、表示領域の全面にＬＣＤを採用したディスプレイメータが提案されており
、このディスプレイメータでは、ＬＣＤによる表示を変更することで多種多様な意匠性を
実現している。
　ところで、上記した機械式のメータは、車種によって意匠が異なることから構成部材の
バリエーションが増加し、少量多品種となってコストが増大するという課題がある。また
、ディスプレイメータは、ＬＣＤの表示を変更するだけで済む一方で、表示領域全面をＬ
ＣＤ表示で構成することから指針を用いることができず、意匠自由度を制限するという課
題がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－１２２８２２号公報
【特許文献２】特開２０１１－１２３４０６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明の課題は、固有の意匠性と少量多品種対応となる多量少品種の実現による低コス
ト化の両立を可能にする有機ＥＬ表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段及び発明の効果】
【０００５】
　上記の課題を解決するために、本発明の有機ＥＬ表示装置は、
　有機ＥＬ材料からなるとともに電力の供給によって自発光する有機ＥＬパネル（２１）
と、
　該有機ＥＬパネルの前面に積層されるとともに、有機ＥＬパネルの光を前方に通過させ
ることでその光の通過により所定の意匠を形成する意匠部（２４）が部分的に開設された
意匠プレート（２２）と、
　該意匠プレートの前面に積層される偏光板（２３）と、の３層構造からなる表示パネル
（５）を備えたことを特徴とする。
【０００６】
　このように、有機ＥＬパネル、意匠プレート、及び偏光板の３層構造で表示パネルを構
成することにより、意匠プレートにおける意匠部の開設位置やその意匠形状（開口形状）
を適宜変更するだけで、様々な意匠性を実現することができる。その結果、固有の意匠性
と少量多品種対応となる多量少品種の実現による低コスト化の両立を可能にできる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明の一実施形態における有機ＥＬ表示装置としての車両用表示メータを示す
分解斜視図。
【図２】車両用表示メータの表示パネルを構成する有機ＥＬパネルを示す分解斜視図。
【図３】有機ＥＬパネルを示す縦断面図。
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【図４】有機ＥＬパネルとそれに取り付けられた回路基板を示す正面図。
【図５】有機ＥＬパネルの裏面に取り付けられたステップモータを示す背面図。
【図６】有機ＥＬパネルの裏面に取り付けられたステップモータを示す側面図。
【図７】表示パネルの軸挿通穴を挿通するステップモータのモータ軸と、その先端に取り
付けられた指針とを示す縦断面図。
【図８】表示パネルに設けられた意匠部を示す縦断面図。
【図９】車両用表示メータを示す正面図。
【図１０】変形例１の車両用表示メータを示す正面図。
【図１１】変形例２の車両用表示メータを示す正面図。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、本発明の有機ＥＬ表示装置の一実施形態について図面を参照して説明する。なお
、以下の説明では、本発明に係る有機ＥＬ表示装置を、車両用表示メータに適用した場合
を例示する。図１に示すように、車両用表示メータ１は、車両のダッシュボード側から運
転者側に向かって、ロアケース２、２つのステップモータ３（本発明のモータ）、２つの
ステップモータ３と個々に対応する２枚の補強板４、表示パネル５、２つのステップモー
タ３と個々に対応する２つの指針６、及びフロントカバー７が順次配置され、これらが一
体的に組み付けられて構成される。
【０００９】
　ロアケース２及びフロントカバー７は、それぞれ樹脂材料により形成され、各部材２，
７間で形成する収容空間１０にステップモータ３、補強板４、表示パネル５、及び指針６
を収容することで、車両用表示メータ１をユニット化して車両に取り付ける。ロアケース
２とフロントカバー７は、ネジや嵌合等により相互間で固定される。フロントカバー７に
は、表示パネル５の表示領域５ａを全面的に視認可能にした開口部７ａが形成されている
。
【００１０】
　フロントカバー７の開口部７ａには、表示パネル５の表示領域５ａを前方から全面的に
被覆する透明なスモーク板８が取り付けられる。これにより、表示パネル５の表示領域５
ａは、スモーク板８を介して運転者等の視認者に目視される。スモーク板８は、光減衰機
能を有して外光による反射を防止することで表示パネル５の視認性を向上する。
【００１１】
　表示パネル５は、有機ＥＬ材料からなるとともに電力の供給によって自発光する有機Ｅ
Ｌパネル２１と、有機ＥＬパネル２１の前面（視認者側の面）に積層されるとともに、有
機ＥＬパネル２１の光を前方に通過させることでその光の通過により所定の意匠を形成す
る意匠部２４が部分的に開設された意匠プレート２２と、意匠プレート２２の前面に積層
される偏光板２３との３層構造からなり、表示パネル５の表示領域５ａが、車両用表示メ
ータ１における表示領域の全域を構成する。
【００１２】
　有機ＥＬパネル２１は、図２及び図３に示すように、その前面側すなわち視認者側から
後面側に向けて、透明基板３１、透明電極３２、有機層３３、背面電極３４、及び背面基
板３５が順次積層して形成されている。透明基板３１及び背面基板３５は、それぞれガラ
ス材料からなる。透明電極３２は、ＩＴＯ（インジウム・チン・オキサイド）等の透明電
極材料からなり、有機ＥＬパネル２１の陰極を構成する。有機層３３は、透明電極３２側
から背面電極３４側に向かって、電子輸送層３３ａ、発光層３３ｂ、及び正孔輸送層３３
ｃが積層されてなる。背面電極３４は、可視光を遮光するＡｌ等の金属からなり、有機Ｅ
Ｌパネル２１の陽極を構成する。また、背面電極３４には、有機ＥＬ表示素子となるＴＦ
Ｔ（薄膜トランジスタ）３６が接続して設けられ、そのＴＦＴ３６には後述する配線パタ
ーン１３が接続される。
【００１３】
　有機ＥＬパネル２１を構成する透明電極３２、有機層３３、及び背面電極３４は、図４
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に示すように、所定の発光エリアＡ１～Ａ３にのみ設けられ、それ以外の領域には封止材
３７が設けられて気密空間を形成している。本実施形態では、発光色が異なる３つの発光
エリアＡ１～Ａ３を有機ＥＬパネル２１に設定した場合を例示するが、発光エリアの設定
はこれに限定しない。
【００１４】
　そして、透明電極３２と背面電極３４との間に挟まれた状態で配置される有機層３３は
、両電極３２，３４間に電圧印加することで発光層３３ｂを発光する。有機層３３からの
光は、透明電極３２及び透明基板３１を透して有機ＥＬパネル２１の前方すなわち意匠プ
レート２２側に取り出され、その意匠プレート２２の意匠部２４、偏光板２３、及びフロ
ントカバー７のスモーク板８を通って視認者に目視される。意匠プレート２２の前面に積
層される偏光板２３は、有機ＥＬパネル２１の背面電極２３による光反射を防止する。
【００１５】
　なお、本実施形態では、有機ＥＬパネル２１を構成する透明基板３１及び背面基板３５
をそれぞれガラス材料で形成しているが、これに限定されるものではない。透明基板３１
は、有機層３３（発光層３３ｂ）からの光を透過し得る透明な材料であれば樹脂材料等で
あってもよい。背面基板３５は、透明な材料に限定されず不透明な樹脂材料等であっても
よい。
【００１６】
　有機ＥＬパネル２１には、表示パネル５（有機ＥＬパネル２１やステップモータ３）を
駆動制御する回路基板９がフレキシブル集約配線１１を介して電気的に接続される。フレ
キシブル集約配線１１の端末は、有機ＥＬパネル２１の下端に設けられたフレキシブル集
約配線コネクタ１２に着脱自在に取り付けられる。有機ＥＬパネル２１の裏面には、図５
及び図６に示すように、フレキシブル集約配線コネクタ１２と有機ＥＬパネル２１の背面
電極３４とを接続する配線パターン１３（本発明の第１の配線パターン）及びその半田接
続部１４が形成され、またフレキシブル集約配線コネクタ１２とステップモータ３とを接
続する配線パターン１５（本発明の第２の配線パターン）及びその半田接続部１６が形成
される。
【００１７】
　ステップモータ３は、補強板４を介して表示パネル５の裏面に取り付けられる。ステッ
プモータ３のモータ軸３ａは、図７に示すように、補強板４に穿設された軸挿通穴４ａ及
び表示パネル５を貫通して形成された軸挿通穴５ｂを通して配置され、各軸挿通穴４ａ，
５ｂを挿通して表示パネル５の前面に配置されたモータ軸３ａの先端が指針６と一体的に
取り付けられる。指針６は、ステップモータ３の駆動に基づいて表示パネル５に対して回
動可能に設けられ、車両速度等を指し示す。
【００１８】
　意匠プレート２２には、図８に示すように、有機ＥＬパネル２１から取り出された光を
通過させて所定の意匠形状で偏光板２３に送り出す意匠部２４が開設されている。意匠部
２４は、図９に示すように、車両の左折及び右折を示す方向指示部２４ａ，２４ｂ、車両
のヘッドランプがハイビーム状態であることを示すハイビーム表示部２４ｃ、異常発生時
に警告表示を行う警告表示部２４ｄ、車両のエンジン回転数を表示するタコメータ目盛部
２４ｅ、車両速度を表示するスピードメータ目盛部２４ｆを備える。
【００１９】
　方向指示部２４ａ，２４ｂ及びハイビーム表示部２４ｃは、有機ＥＬパネル２１の発光
エリアＡ１と対応することで発光エリアＡ１から取り出された光を通過させて意匠を形成
する。警告表示部２４ｄは、有機ＥＬパネル２１の発光エリアＡ２と対応することで発光
エリアＡ２から取り出された光を通過させて意匠を形成する。タコメータ目盛部２４ｅ及
びスピードメータ目盛部２４ｆは、有機ＥＬパネル２１の発光エリアＡ３と対応すること
で発光エリアＡ３から取り出された光を通過させて意匠を形成するものであり、指針６が
指し示す本発明の文字盤部を構成する。
【００２０】
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　有機ＥＬパネル２１の発光エリアＡ３には、各メータ目盛部２４ｅ，２４ｆと対応した
位置にそれぞれ前述したステップモータ３のモータ軸３ａを挿通する軸挿通穴５ｂが形成
される。そして、タコメータ目盛部２４ｅと対応した位置に取り付けられたステップモー
タ３が、エンジン回転数の計測量データに応じて指針６を駆動することで、タコメータ目
盛部２４ｅに車両のエンジン回転数を指し示す。また、スピードメータ目盛部２４ｆと対
応した位置に取り付けられたステップモータ３が、車両速度の計測量データに応じて指針
６を駆動することで、スピードメータ目盛部２４ｆに車両速度を指し示す。
【００２１】
　ところで、上記した実施形態では、図４に示した有機ＥＬパネル２１における発光エリ
アＡ１～Ａ３の設定に対して、図９に示した意匠プレート２２の意匠部２４（方向指示部
２４ａ，２４ｂ、ハイビーム表示部２４ｃ、警告表示部２４ｄ、タコメータ目盛部２４ｅ
、及びスピードメータ目盛部２４ｆ）を設けることで、表示パネル５に２つの指針６を配
置してなる車両用表示メータ１を構成しているが、発光エリアＡ１～Ａ３の設定が施され
た有機ＥＬパネル２１はそのまま使用して、意匠プレートに開設する意匠部を変更するこ
とで、意匠性を異ならせた車両用表示メータを構成することができる。
【００２２】
　以下、意匠性を異ならせた変形例１，２の車両用表示メータについて説明する。なお、
以下の説明では、車両用表示メータ１と同様の構成部材については同一の符号を付記する
とともにその説明を省略する。まず、図１０に示す変形例１の車両用表示メータ４０につ
いて説明する。車両用表示メータ４０を構成する意匠プレート４１は、有機ＥＬパネル２
１の発光エリアＡ１と対応する方向指示部４１ａ，４１ｂと、有機ＥＬパネル２１の発光
エリアＡ２と対応する警告表示部４１ｃと、有機ＥＬパネル２１の発光エリアＡ３と対応
するスピードメータ目盛部４１ｄとを備え、スピードメータ目盛部４１ｄには指針６が配
置される。すなわち、変形例１の車両用表示メータ４０は、メータ目盛部としてタコメー
タ目盛部を設けることなく、スピードメータ目盛部４１ｄと対応して設けられた１つの機
械式メータ機構（指針６及びステップモータ３）でのみメータ表示を行う仕様となってい
る。
【００２３】
　次に、図１１に示す変形例２の車両用表示メータ５０について説明する。車両用表示メ
ータ５０を構成する意匠プレート５１は、有機ＥＬパネル２１の発光エリアＡ１と対応す
る方向指示部５１ａ，５１ｂと、有機ＥＬパネル２１の発光エリアＡ２と対応する警告表
示部５１ｃと、有機ＥＬパネル２１の発光エリアＡ３と対応するタコメータ目盛部５１ｄ
、スピードメータ目盛部５１ｅ、充電量表示部５１ｆ、及びモード表示部５１ｇとを備え
、各メータ目盛部５１ｄ，５１ｅには指針６が配置される。なお、車両用表示メータ５０
を搭載した車両には、図示しない車載用蓄電池が搭載される。そして、充電量表示部５１
ｆによる帯グラフのデジタル表示によって車載用蓄電池の充電量を表示する。また、モー
ド表示部５１ｇで車載用蓄電池の充放電計画に関わる制御モードを表示する。すなわち、
変形例２の車両用表示メータ５０は、各メータ目盛部５１ｄ，５１ｅのアナログ表示に加
えて、充電量表示部５１ｆのデジタル表示によってメータ表示を行う仕様となっている。
【００２４】
　ところで、変形例１，２を含む実施形態中の車両用表示メータは、いずれも機械式メー
タ機構（指針６及びステップモータ３）を備えたアナログ表示を含む構成としているが、
必ずしもこの構成に限定されるものではない。すなわち、機械式メータ機構を設けること
なく、タコメータやスピードメータ等のメータ表示を全てデジタル表示する仕様であって
もよい。
【００２５】
　以上のように、本実施形態の車両用表示メータ１によれば、有機ＥＬ材料（有機層３３
）からなるとともに電力の供給によって自発光する有機ＥＬパネル２１と、該有機ＥＬパ
ネル２１の前面に積層されるとともに、有機ＥＬパネル２１の光を前方に通過させること
でその光の通過により所定の意匠を形成する意匠部２４が部分的に開設された意匠プレー
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ト２２と、該意匠プレート２２の前面に積層される偏光板２３と、の３層構造からなる表
示パネル５を備えたことを特徴とする。
【００２６】
　このように、有機ＥＬパネル２１、意匠プレート２２、及び偏光板２３の３層構造で表
示パネル５を構成することにより、意匠プレート２２における意匠部２４の開設位置やそ
の意匠形状（開口形状）を適宜変更するだけで、様々な意匠性を実現することができる。
その結果、固有の意匠性と少量多品種対応となる多量少品種の実現による低コスト化の両
立を可能にできる。
【００２７】
　表示パネル５は、車両用表示メータ１における表示領域の全域を構成する。これにより
、意匠プレート２２の意匠部２４を変更するだけで車両用表示メータ１の意匠性を全て異
ならせることができるので、より一層、多量少品種化を推進することができる。
【００２８】
　有機ＥＬパネル２１の裏面に取り付けられるとともに、モータ軸３ａが表示パネル５を
貫通して形成された軸挿通穴５ｂを通して配置されるステップモータ３と、偏光板２３の
前面に配置されるとともにモータ軸３ａに一体的に取り付けられる指針６と、を備え、意
匠部２４は、指針６が指し示す文字盤部（タコメータ目盛部２４ｅ及びスピードメータ目
盛部２４ｆ）を含む。これにより、指針６を用いた多種多様なメータ意匠を実現しつつも
、構成部材のバリエーションを減らすことができる。
【００２９】
　ステップモータ３は、補強板４を介して有機ＥＬパネル２１の裏面に取り付けられる。
これにより、有機ＥＬパネル２１に対するステップモータ３の取付強度を向上することが
できる。
【００３０】
　表示パネル５を駆動制御する回路基板９と、該回路基板９に接続されるとともに、有機
ＥＬパネル２１に設けられたフレキシブル集約配線コネクタ１２に着脱自在に取り付けら
れるフレキシブル集約配線１１と、を備える。これにより、表示パネル５に対して回路基
板９を簡単に着脱することができる。このため、様々な意匠性を実現する表示パネル５に
おいて、その表示パネル５を駆動制御する回路基板９を様々な仕様のものに簡単に取り換
えることができるので、意匠性のみならず機能性に対しても車両用表示メータ１を多様化
することができる。
【００３１】
　有機ＥＬパネル２１の裏面には、その有機ＥＬパネル２１とフレキシブル集約配線コネ
クタ１２とを接続する第１の配線パターン１３と、有機ＥＬパネル２１の裏面に取り付け
られたステップモータ３とフレキシブル集約配線コネクタ１２とを接続する第２の配線パ
ターン１５とが形成され、回路基板９は、有機ＥＬパネル２１の発光を制御するとともに
ステップモータ３の駆動を制御する。これにより、指針６を用いたメータの機能性に対し
ても車両用表示メータ１を多様化することができる。
【００３２】
　有機ＥＬパネル２１は、発光色が異なる複数の発光エリアＡ１～Ａ３を備え、その複数
の発光エリアＡ１～Ａ３と対応させて意匠プレート２２の意匠部２４が開設される。これ
により、意匠部２４が形成する表示パネル５の意匠を複数色で多彩に構成することができ
るので、表示パネル５の意匠性を向上することができる。
【００３３】
　表示パネル５の前方に配置されるとともにその表示パネル５の表示領域を全面的に視認
可能にした開口部７ａを有するフロントカバー７を備え、開口部７ａには、光減衰機能を
有して外光による反射を防止するスモーク板８が取り付けられる。これにより、運転者等
の視認者側からの表示パネル５の視認性を向上することができる。
【００３４】
　フロントカバー７との間に形成する収容空間１０に表示パネル５を収容することで、車
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両用表示メータ１をユニット化するロアケース２を備える。これにより、フロントカバー
７とロアケース２との間の収容空間１０内に表示パネル５を収容してなる車両用表示メー
タ１をユニット化することで、車両用表示メータ１の車両への取り付け及び取り外しの作
業性を向上することができる。
【００３５】
　以上、本発明の実施形態を説明したが、これはあくまで例示に過ぎず、本発明はこれに
限定されるものではなく、特許請求の範囲の趣旨を逸脱しない限りにおいて種々の変更が
可能である。例えば、実施形態中の構成では、有機ＥＬパネル２１に発光色の異なる３つ
の発光エリアＡ１～Ａ３を設定しているが、この構成に限定されるものではなく、有機Ｅ
Ｌ表示装置（表示パネル）の意匠性に応じて適宜変更が可能である。また、この場合にお
いても、発光エリアからの光を視認者側に通過する意匠プレートの意匠部を様々に変更す
ることで、多種多様の意匠性を実現することができる。ただし、多量少品種を実現するこ
とが目的なので、有機ＥＬパネル２１の発光エリアすなわち表示パネル５の発光パターン
は、全車種を包含するパターンを想定しておく必要がある。
【００３６】
　また、本実施形態では、表示パネル５の表示領域５ａにより車両用表示メータ１の表示
領域の全域を構成しているが、この構成に限らず、車両用表示メータにおける表示領域の
一部を本発明に係る表示パネルで構成するようにしてもよい。また、実施形態中では、有
機ＥＬパネルを、透明基板、透明電極、有機層、背面電極、及び背面基板から構成してい
るが、自発光する有機ＥＬパネルであればいずれの構成であってもよい。また、表示パネ
ルの視認性を向上させるために、表示パネルの前方に光減衰機能を有するスモーク板を設
けているが、必ずしもスモーク板を設ける必要はない。この場合、表示パネルを構成する
偏光板がスモーク板と同様に機能して外光による反射を防止する。さらに、本発明の有機
ＥＬ表示装置を車両用表示メータ以外の表示装置に適用することも可能である。
【符号の説明】
【００３７】
１　車両用表示メータ（有機ＥＬ表示装置）
２　ロアケース
３　ステップモータ（モータ）
４　補強板
５　表示パネル
５ａ　表示領域
５ｂ　軸挿通穴
６　指針
７　フロントカバー
７ａ　開口部
８　スモーク板
９　回路基板
１０　収容空間
１１　フレキシブル集約配線
１２　フレキシブル集約配線コネクタ
１３　配線パターン（第１の配線パターン）
１５　配線パターン（第２の配線パターン）
２１　有機ＥＬパネル
２２　意匠プレート
２３　偏光板
２４　意匠部
２４ｅ　タコメータ目盛部（文字盤部）
２４ｆ　スピードメータ目盛部（文字盤部）
３３　有機層（有機ＥＬ材料）
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